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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

岡山県では 2001 年から新生児聴覚スクリーニング(NHS)が導入され、難聴を早期に発見し早期

に療育ができるようになった。岡山かなりや学園の 5 歳卒園児（107 名）を対象に NHS の導入

前と導入後の語彙発達の比較を行った。語彙の評価は、理解語彙と産生語彙について行い、理解

語彙には絵画語彙発達検査（PVT）による修正得点を用い、産生語彙には独自の語彙チェック表

によって集計した語彙数を用いた。

PVT の修正得点とチェック表による語彙数とは、明らかな相関関係が見られた（r＝0.747、p
＜0.001）。また理解語彙の指標である PVT 修正得点および産生語彙の指標である語彙数は、NHS
導入後の方が良好な発達が見られた（p＝0.003、p<0.001）。NHS 導入により語彙発達が良好と

なるオッズ比は、理解語彙では 2.63（95％信頼区間：1.17－5.89）、産生語彙では 4.17（95％
信頼区間：1.69－10.29）であった。 
岡山県では新生児聴覚スクリーニング導入により、5 歳の難聴児の理解語彙・産生語彙ともに改

善されたと言える。
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